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警察庁 オンラインカジノの実態把握のための調査研究（概要） 

 

※推進会議事務局において、「令和６年度警察庁 オンラインカジノの実態把握のための調査研究の業務委託報告書」から抜粋。 

《調査結果のポイント》 

①国内におけるオンラインカジノの利用者人口の推計 

 年代別では20代が経験者数、利用者数、過去利用者数いずれも最多。 

 推定利用者数は約196.7万人、経験者は約336.9万人。 

②オンラインカジノの違法性の認識 

 約４割が違法性の認識を持たず。 

 経験者の約６割が、違法性を認識しつつ、オンラインカジノを利用。 

③オンラインカジノへの賭額 

 １人あたりの平均賭額は約5.2万円／月。 

④オンラインカジノの市場規模推計 

 約1.2兆円。 

＜調査概要＞ 

○ 令和６年７月から令和７年１月までの間、日本国内に住んでいる人（15～79歳）を対象に実施し、27,145

名から回答。また、利用経験に応じた調査を実施。 

主な質問内容 回答者数 参照 

⚫ 一般的な質問（性別、年齢、職業等） 

⚫ オンラインカジノの利用経験に関する質問 
27,145名 ➀ 

 

 

⚫ オンラインカジノの経験者・未経験者の属性に応じた質問 

⚫ オンラインカジノの違法性の知識・意識調査 

7,000名 ② 

未経験者 
6,500名 

経験者 
500名 ③ 

 

➀ 国内におけるオンラインカジノ利用者人口の推計（n=27,145名） 

○ オンラインカジノサイトで「有料版」のプレイ経験がある者は942名。そのうち、現在も利用している者は550名、過去

利用者（現在は利用せず）は392名。【図表１】 

○ 年代別では、20代が経験者数、利用者数、過去利用者数いずれも最多。30代がそれに続く。【図表１】 

○ 15～79歳の総人口に占めるオンラインカジノの推定利用者数は約196.7万人、経験者は約336.9万人。 

（総人口に利用率や経験率を乗じて推定利用者数、経験者数を算出）【図表２】 

 

参考資料８ 

抽出 
※ 

※オンラインカジノを知らないと回答した人を 

除くとともに利用経験の回答に基づき抽出 
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② オンラインカジノの違法性の認識（n=7,000名） 

○ 過半数が、オンラインカジノ違法であると認識する一方で、約４割が違法性の認識を持っていない。【図表55】 

○ 年代別では、20代の「違法性を認識している」割合が最も低い（48.9％）。【図表55】 

○ 経験別では、経験者の約６割が違法性を認識しつつ、オンラインカジノを利用。【図表56】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計の利用率、経験率は総人口の年代別構成で再調整して算出 
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③ オンラインカジノへの賭額（n=500名） 

○ 経験者の１か月あたりの合計賭額は約2,600万円。１人あたりの平均賭額は約5.2万円／月。【図表４】 

○ １か月あたりの平均賭額が10万円未満の利用者が約９割を占めるが、賭額全体に占める割合は約３割。【図表４】 

 

④ オンラインカジノの市場規模推計 

○ 各年代の利用者人口に対して年間の一人当たり賭額を掛け合わせることで、年代別および全体の市場規模を算出。 

○ 年間賭額の総額推計は約１兆2,423億円。【図表６】 

 

 

【出典】 

 ○令和６年度 警察庁委託調査研究「オンラインカジノの実態把握のための調査研究の業務委託」（令和７年１月）（図表等） 


